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卵巣嚢腫を伴う小腸閉塞に対して腹腔鏡手術を施行
した1例
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来院時身体所見：身長 162cm、体重 50kg、BMI 19 
体温 37℃、血圧 84/57mmHg、脈拍数 115 回/分、呼吸
回数 20 回/分 
腹部は全体に膨満し圧痛を伴っていたが筋性防御は認
めなかった。 
血液検査所見：白血球数 8,100/μl、CRP 6.33 mg/dl
と炎症所見を認めた。 
腹部造影 CT：小腸は全体に拡張しており、遠位側小腸
に内腔の急激な途絶を示す caliber change（図 1A：矢
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卵巣嚢腫を伴う小腸閉塞に対して腹腔鏡手術を施行した 1 例 
 
























約 10cm 大の卵巣腫瘍と骨盤腔の間隙に回腸が約 1m
陥入して絞扼していた症例を報告している [4]。また桜
井らは卵巣嚢腫により伸展された卵管が索状物となり
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